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ついて、後藤ら1)が
素同時分析が可能な
^の無機成分9 元素
告する。

サゴ、
wheat

）'）と従来法（
jl 記 温 ♂

で、定量値 の平

を試料とし、本

果、本法は従来

であった。（３）
φ゙ J　 ’・　ii ゛.　ii ↓ ゛ﾉii ・･/v I= 嘱    ゝ ゝ　 ・嘴､｡／Tゝ U･A    ゝ ･lf≪≫¢17^( 』4  V.  に ’* V  ■ U  ふM ノAT｡ 皿A/ ’J aa V･ fJT･ 一″/ ―o　 χ・J ／

中 の 無 機 成 分 は 、 ジ ャ ガ イ モ ・ コ ー ン で はP
、
サ ゴ ・ カ タ ク リ ・ 食 用 カ ン ナ で はSi 、

ツ サ バ ・ サ ツ マ イ モ ・ ク ズ ・ サ フ ラ ン で はCa の 含 量 が も っ と も 高 か っ た
。
（ ４ ） 無

分 間 の 相 関 関 係 を 検 討 し た 結 果 、Si とAl お よ び Ｐ とMg が1%
、Fe

とMn が53! の 危 険 率 で

の 相 関 が 認 め ら れ た
。l

後 藤 逸 男 他 ： 土 肥 誌,  62,  521 ～528,  628 ～633  （1991 ）
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延 世

的 ＞　P  r 0 s k y 変 法 は.     食 物 繊 維(  DF ) を 不 溶 性DF     （IDF ）i 水 溶 性DF    ( SDF) に 分 別 定 量

方 法 で あ る。 し か･し ， こ の 定 量 法 で は ， 濾 過 速 度 が 定 量 値 に 影 響 を 与 え る と の 指 摘 も

， 濾 過 時 間 は 重 要 な ポ イ ン ト の ー つ と 考 え ら れ る。 特 にG5 の フ ィ ル タ ーで は ， 目 づ ま

よ'0    . 濾 過 に 長 時 間 か か る こ と が 多 い 。 そ こ で セ ラ イ ト に か わ る 濾 過 助 剤を 用 い 改 善

み， 定 量 に お よ ぼ す 影 響 に つ い て 検 討を 行 っ た 。

法 ＞　Pr  0 s k y変 法 に よ り 定 量 を 行 っ た 。　濾 過 助 剤と し て は ， セラ イ ト545(A ≫)3卜60 メ ッ

お よ び フ ィ ル セ ー ラ（ 斟

ら かじ め　525  i 5 ℃ で 加 熱 後 ， 各 濾 過 助 剤 を 入 れ， 水i   78 ％ エ タ ノ ール で 洗 浄， 風 乾後 ，

恒 量を 求 め た もの を 用 い た。 試 料 を タ ー マ ミ ル ， プ ロ テ ア ーゼ ， ア ミ ロ グ ル コ シダ ー

酵 素 処 理 後.    IDF　区 分を 濾 過 し.   濾 液 に エ タ ノ ール を 加え　SDF  区 分 を 得 た。 こ れ ら の

恒 量 を 求 め た 後.    灰 分 量 ， タ ン パ ク質 量 を 差し 引 い て,    ItF,     S）F量 を 求 め ， 濾 過 助 剤

る 影 響を 検 討 し た 。

果 ＞　 酵 素 処 理 後 の 濾 過 で は ， セ ラ イ ト を 用い た 場 合 ， 目 づ ま り に よ り 時 間 の か か る

が 多 か っ た の に 対 し 。 フ ィ ル セ ー ラ で は 濾 過 時 間を 短 縮 す る こ と が で き た。 ま た， 全

に 恒 量を 求 め る 操 作 に お い て ， フ ィ ル セ ーラ 使 用 の 方 が 秤 量 値 は 安 定 し て い た。 タ ッ

質 定 量 時 で は.     -irラ イ ト の 場 合 突 沸 し や すく ， 分 解 し に く い の に 対 し ， フ ィ ル セ ーラ

沸 も 少 な く.    P r 0 s k y変 法 で の 使 用 に 有 効 で あ る と 考え ら れ た 。


